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昔、ギリシャの数学者がはっきり偉そうに叫んだのさ

『この世の出会いは全て確率で計算できる。運命などは存在しない』と

昔、中国のお坊さんがでっかい声あげて唱えたのさ

『この世の出会いは全て御仏の思し召しだ。人の力など無力なのだ』と

肩書きに流されて鵜呑みにしてないか

勢いに驚いて頷いてないか

オイオイ勝手に決めつけんなよ

この世の不思議を全て解き明かす頭なんか俺にはないけど

これだけは確実に胸を張れるのさ

例えこの世に何人いたって 例えこの世の何処にいたって

俺は必ず君を見つけ出したのさ

昔、インドの占い師が全く客も見ず記したのさ

『この世もいずれは全て滅び行く生命ばかりさ。今さら足掻いても意味はない』と
いの ち

昔、ローマの野心家が世界を支配して笑ったのさ

『この世もいずれは全て私の前にひざまずく。逆らう者には未来はない』と

虚しさに縛られて悲観してないか

無力さに手をついて頭下げてないか

オイオイさっさと諦めんなよ

この世の試練を全て乗り越える力なんか俺にはないけど

一つだけどうしても譲れないんだよ

例えこの身に何があったって 例えこの身に何が来たって

君を愛して二人幸せになるのさ

そして世界の悲しみはいつでも自らを嘆いたのさ

『この世は儚く淡く、幻が流す涙さ。幾たびぬぐえど止まらない』と

だから世界の歌歌いがいつでも世の中に歌ったのさ

『この世が淋しく辛く、虚ろな道を辿るとも、愛する喜びは止まらない』と

革命家も天才も 独裁者も金持ちも

周りを従える力も

暗がりで流す涙 声殺しもれる嗚咽

生まれついての悲しみも

愛に抱かれたら笑顔に染まるのさ

例え俺らに何があっても 例え俺らはいつになっても

君と出会って、また俺は愛を知るのさ


